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発行者： 社会福祉法人じねんじょ 

発行日： 平成１７年９月２２日 

T E L  :  ０８３２－５２－２２２７ 

重症心身障害者地域生活支援センター 

じねんじょフェスティバル開催のお知らせ 

日時  平成１７年１０月９日（日） 

 

場所  重症心身障害者地域生活支援センター 

 

時間  １０：００～１５：００ 

 

内容  下関リハビリテーション学院の方による 

                  バンド演奏 

    大道芸～リンゴ☆スターさん！！ 

    駐車場にて子どもフリーマーケット 

    ゲームコーナー～アイスパンチ 

    飲食コーナー 

     ～うどん、ｼｭｰｸﾘｰﾑ、珈琲、ｼﾞｭｰｽ 

                   などなど…  

 ※ フリーマーケットの出店を希望される方は、じ

ねんじょ（０８３２－５２－２２２７）までご連絡下

さい。たくさんの参加をお待ちしております！ 

 

                担当： 舩越 村中 出口 

サークル活動の紹介 

日時  毎月第１、第３月曜日 10:30～12:00 

場所  デイケアハウス むかご内 

参加費 月額 2,000円 

        担当：じねんじょ保護者 中川 浜尾 

日時  毎月第１・２水曜日 10:00～12:30 

    毎月第１・２木曜日 10:00～12:30 

場所  デイケアハウス むかご内 

参加費 初回 3,000円 材料費経費 実費 
※ 水曜日は指導の先生が来られます。 

           担当：じねんじょ保護者 片山 

日時  毎月第１・３金曜日 10:00～12:00  

場所  デイケアハウス むかご内 

参加費 初回 3,000円 材料費 実費 

※ 体験希望の方 １回300円 

           担当：じねんじょ保護者 木下 

第 ３ 号 

                              

                  

                                        社会福祉法人じねんじょ 

                                                理事長 金原洋治 

                                

                              「みんなちがってみんないい」 

いうまでもなく山口県が輩出した金子みすずさんの詩 

のなかの一節です。島国で単一民族に近い日本人は、 

人と違うことはいけないことと自分も他人も思いすぎ 

るところがありますが、「ちがうことは素晴らしいこ 

となんだよ」ということを多くの人に知らせたことば 
です。しかし、現実は、髪の毛や肌の色などの体の一 

部や考え方や出自が少し違っている人を差別しグルー 

プから排除したり、シカトしたりしている現実が子ど 

もの世界でも大人の世界でもあります。悲しいことで

す。 

 先日、有名なアスペエルデの会の辻井正次先生の講 

演を聴く機会があり、「みんなちがってみんなへん」 

ということばを聞きました。人はみんな変なところを

もっています。沢山もっている人、中くらいの人、少 

ない人など様々です。もし「私は変なところは何もも 

っていない」という人がいたらその人こそ問題だと思 

います。その人の変なところは家族が一番知っていま

す。「みんなちがってみんないい」は確かにすばらし 

い言葉だけど、講演などで他の人がこのことばを話し 

ているときに、「口ではそういうが現実はどうだ、きれ

い事過ぎるぞ、よくないといけないのか」と不謹慎にも

考えてしまうことがありました。思春期や青年期は、

「お前変だな」といわれると笑い飛ばせる子もいます

が、内心すごく傷つきやすい時代でもあります。自分な

りの個性に自信がついた時、「お前変だな」といわれて

も、「変だよ」と笑い飛ばし、むしろ変なとこをウリに

したり、誇りに思ったりできるようになります。私をよ

く知っている小児科医から、君はADHD（注意欠陥・

多動性障害）の典型だとよくいわれますし、エネルギッ

シュに仕事をしている仲間同士が自分のほうがADHD
度が高い、どこそこの教授はまだすごいなどADHD度

を競い合ったり、研究に没頭している医者仲間で俺はア

スペルガー度が高い、いや俺のほうが高いとアスペル

ガー度を競い合う場合もあります。しかし、日常の様々

な失敗を「僕はADHDだからしかたないか」と言うの

を耳にして、家内は「あなたはADHDのせいにしすぎ

る。ADHDの人がいい迷惑だ」と、よく言われます。 

「みんなちがってみんないい」と「みんなちがってみん

なへん」両方ともいい言葉ですが、心のバリアフリーに

は、「みんなちがってみんなへん」のほうが、人間はみ

んな障害のかけらや可能性を持っている、変なところを

持っている、変でもいいという意味を理解しやすいよう

な気がします。皆さんはどうですか？ 



Page



Page



Page ４ 

糸を通して、踏み

換えて… 

 カッチャン！！ 

素敵な作品が出来

上がると良いです

ね(>_<) 

メンバー・スタッフ

共に短冊に願いを書

きました。 

願い事は叶いました

か？？ 

屋上で 

そうめん流しをしました。 

みんな必死にそうめんを 

     キャ～ッチ！！   

おいしくいただきましたか？ 

 

卒園生も参加して、スライ

ム作りをしました。 

何だ？この感触は？？ 

お母さんも一緒に楽しみま

した。 
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 じねんじょ通信「大地」の第３

号を発行することになりました。

今回もたくさんの方にご協力いただき、発行するこ

とができました。大変ありがとうございました。 

 毎回たくさんの写真を掲載していますが、どれも

良い写真ばかりで選ぶのに苦労しています。ご覧に

なられた方の率直なご意見ご感想を、お聞きしたい

と思いますので、遠慮なくお申し出下さい。 

 また通信に載せたい記事や、お知らせなどがあり

ましたら、合わせてご連絡下さい。次号の発行は来

年の３月を予定しています。 

 慌ただしい夏休みも終わり、じねんじょでは日中

活動、放課後支援といった流れで生活が始まってい

ます。新しいスタッフも交え、これからもよりよい

生活を送れるよう支援していきたいと思っておりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

         通信部会（八嶋・舩越 柴田） 

編集後記 
  

  

  

 じねんじょ支援員   松本  真紀 

    〃       平川  みき 

 むく支援員      野久保 真知子 

    〃        岩本  由紀恵 

 むかご支援員     酒井  理恵 

 

   

 じねんじょ支援員   寺尾  文彦 

アルミ缶換金報告 
 

 アルミ缶の換金にエス･エスメタルへ行っていま

す。平成１７年５月２０日～９月１２日現在で９回換

金に行ってきました。 

 今回の合計金額は￥３１，１４４です。 

たくさんの方々のご協力もあり、メンバーとのアル

ミ缶つぶしの作業や多くの収入を得ることができまし

た。ありがとうございました。 

アルミ缶は、メンバーが直接缶を手に持ち作業を行

いますので、洗っていただくようご協力お願いいたし

ます。 

 

 

寄付者氏名（敬称略、順不動）９月１５日現在 

 

ニューディーラー              株式会社 友田組 

やまぐち小児科              羽藤 和子  

財団法人日母おぎゃー献金基金     横田和子 

大平物産ＳＨＵ－ＣＵＰゴルフコンペ  陶芸サロン 

          芦村 秀吉           じねんじょ釜 

         

 

 たくさんのご寄付をいただきました。 

                ありがとうございました。 

 ボランティアに参加して

下さった皆さん ありが

とうございました
 

夏休み期間中に延べ119
名のボランティアさんが来

てくださいました。慌ただ

しい中での活動では、ボラ

ンティアさんの力はとても

大きなものとなりました。

メンバー１人１人も色々な

方と出会い新しい交わりを

楽しんでいるようでした。 

じ ね ん じ ょで は 引 き続

き、日中活動やイベントで

のボランティアを募集して

います。 

ぜひお気軽に足を運んで

下さい。 

  馬関祭りを終えて 保護者会会長  片山 けい子  

  

 今年の馬関祭りは保護者会ができて初めてのお祭りでしたので、祭りのはじめの

段階から担当ｽﾀｯﾌの方と様々な検討を交えながら話し合いをもって参りました。 

 保護者会としてはメンバーの子ども達を中心において考え、無理のない祭りの参加を
提案させていただきました。その中で踊りに参加しようという案が浮上し（福岡の久山

園の川野直人先生のにこちゃんどんたく隊のお話に啓蒙されました）、バザーの活用品

とジュース販売と踊りの参加を保護者会で受け持つことになりました。 

 残念ながら２日目のバザーが雨で中止となりましたが、お手伝いも保護者の皆さんが

積極的に参加して下さいました。特にフロレスタから繋がるお父さんは１１人もの協力

の申し出をいただきました。皆さま本当にありがとうございました。 

 踊りの方は、平家踊り保存会の事務局の方、踊り指導の先生の暖かい配慮をいただき

ながら、「どんなに重い障害があっても、地域で社会の一員として豊かに生活したい」

というメッセージを掲げて、参加しました。内心、色々な面で（踊りが踊りにという現

実もあり）ドキドキの参加でしたが、思いもかけない皆さんの応援をいただき、見学し

ていた輪の中からの飛び入りもあったりと、暖かい感動の一刻となりました。 

 今回この行事にあたり初めてセンターと育む会、保護者会の３者が顔を合わせて話し

合う機会を持つことができました。池内先生にも暖かい励ましの御言葉をいただき本当

に感謝しております。 

 これからセンターをより一層素晴らしい場所、私たちメンバーとその家族にとっての

暖かいより所、大事な場所として地域に根付いていけるよう３者が一体となっていける

よう願っております。保護者にも暖かい厳しいご意見をどんどんお寄せ下さい。 

 子ども達と共に私たちも成長していきたいと思います。 

 皆さまどうぞよろしくお願い致します。 


